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一
16・7世紀 ドイツの いわゆ る近世 史史料 の多 くがい まだ大 部分文書館に眠
ってお り,僅 かの研究者 の 目に しか触れ ていないのは周知の事実であ るが,
《教会巡察》牽(irchenvisitationセこ関す る史料は 福音派諸州において近年 刊行
されつつあ る。すでに ポ ンメル ン,ザ クセ ン,シ ュレージ ェソ,ブ ランデン
ブル ク等については,わ れわれは この時代の豊富 な 《教 会巡察》の 記録 を歴
、、
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史研究上の重要な史料 として使用することが出来る。わが国の ドイツ史研究
においては,こ の時代の研究者の数が少ないため もあって,政 治 ・経済 ・社
会 ・宗教 ・文化の各分野にまたが る極めて包括的なこの種の史料が全 く使用
・ されていないのは誠に残念なことである。 ところで,比 較的わが国でも研究
者の多い19・20世紀の 東西プロイセンにおける 教会 ・学校巡察報告書が最
近 フーバ ッチ ュ,グ ンダーマン両氏の努力に よって彪大な史料集として刊行
された。1853年か ら1944年までの,ド イツ近 ・現代史において決定的に重
要な時期に,ド イッ諸州のなかでも対内外政策において多 くの問題をかかえ
た東西プロイセンめ教会 ・学校巡察報告書が公刊されたことは,今 後の研究
の進展に大きな収穫を約束す るものといえよう。 ドイツ本国においても19・
20世紀におけ る教会 ・学校巡察報告書は ほとんど文書館に眠ったままで評
価 ・利用されてお らず,本 書(2巻)が 最初のものであ り,そ の有する意義
は大きい。
教会巡察は周知の通 りビザンツでは四世紀,西 欧カ トリック教会では六世
紀にすでに司教に よって実施 され,堅 振礼と結合 したために特にフラソクの
教会で盛んに行なわれていた。宗教改革ののちは1526年か ら1530年にかけ
てザ クセソで行なわれた教会巡察が最初 のものといわれ,16・7世紀のプロ
イセン公国においても盛んに実施された。教会巡察を通 して新 しい教えを普
及 し,領邦教会の建設を側面か ら援護 し,領邦国家の形成が推進されたので
ある。 しか し18世紀初頭以降はあま り行なわれな くなっていた。 教会巡察
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によって,一般 的には教義の同質性,牧 師の育成,教 会 ・牧師館 ・学校等の
監査が行なわれただけでな く,教 区共同体の 一般的状態,教 区民の 教育水
準,礼 拝への参加,聖 餐式への参加,教 会の書物を含むすべての教会財産目
録の実数調査,財 政状態,埋 葬場所 の状態,フ ーフ ェ数,人 口密度,宗 教関
係,文 書記録等 も調査の対象 とされていた。 こうした多様な調査対象か ら明
らかな ように,教 会巡察報告書はまさに地域における中心的史料たる性格を
備えているのである。 しかも単に地域の社会 ・交化に関する基本史料である
ばか りでな く,教会巡察はそれが福音派高等宗務局(EOK)に よって行な
われた限 りで,19世紀においても 国家の側か らする 国民の掌握への志向と
密接に結合 し,特に東部諸州の教会巡察報告書においては,国 家の異民族 ・
小数民族支配への 志向,言 語政策等が 明瞭かつ 具体的に よみとれるのであ
る。 こうして教会巡察報告書は,す ぐれた価値を もつ第一次史料がすべてそ
うであるように,地 域に密着 した史料であ りなが ら,そ の時々の国家の政策
を如実に反映 した 史料ともなっている。 わが国の 外国史研究は 不利な地理
的 ・財政的条件のために,い まだ地域史研究の成果をとり入れるにあたって
も徹底 さを欠き,第 一次史料を駆使 しうるところまでいってはいない。その
ようななかで本史料集の刊行は単に豊富な事実の提供 とい う点においてだけ
でな く,わ れわれの歴史研究のこれ までの方法そのものに反省を促す きっか
けともなるだろ う。
ここに収録 されている教会巡察報告書はかっての福音派高等宗務局(EO
K)の 公文書で,現 在はベル リン ・シャル ロッテソブルグの福音派ユニオン
教会の文書館にあるものを主体 とし,更にゲッチンゲンのニーダーザクセン
州立文書館StaatlichesArchivlagerやベル リンの枢密文書館(一 部は メル
セブルグの ドイツ中央公交書館)所 蔵のものを加えている。編集方針は教会
巡察報告書の元の姿を省略せずにそのまま再録 し,ただ正書法だけ今 日のも
のに改め られている。 しか し人名や地名は官職名 と共に当然オ リジナルのま
ま再録されている。 こうした配慮は特にわれわれのような異邦人に とっては
便利であ り,こ の史料の利用価値を高めるものであろう。 また グンダーマン
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女史による詳細な解説が附せ られており,こ の解説によってわれわれはあ ら
か じめ各史料の位置づけ,教 会巡察の制度や担当者,そ の具体的な手続きな
どについて概観を うることが出来 る。
フー・ミッチ ュ編の 『1920年に 東西プロイセン並びに ポーゼンか ら分離さ
れた教会管区におけ る福音派一般教会巡察報告書』 も全 く同様な編集方針の
もとに メーメル北部,ゾ ルダウ,ロ ーゼンベルク,ト ルン,ダ ンチ ッヒ等の
諸地域に関す る1922年か ら1935年までの教会巡察報告書を集録 している。
これ らの地域においては,特 に他国のなかにおける ドイッ人の教会の在 り方
の分析を通 して,異 国のもとにおける ドイツ人教区団体の状況が具体的に叙
述 され,こ うした状況に対する ドイツ教会の反応が各所に示 されている。編
集方針その他 もほぼ前の書物 と同一なので,こ こでは両著を一環 した ものと
して扱 うことが出来 るだろ う。
18世紀初頭以来ほとんど 中断 していた教会巡察が19世紀初頭か ら再開さ
れるにいたったきっかけは,1829年3月14日の監督長Generalsupe「inten-
dentへの訓令にあった。 この訓令は ベル リンのプロイセン宗教 ・教育 ・保
健省が出 した もので,当 時のプロイセソ王国の伝統の異 る諸地域における教
会事情を統一化 し,監督長の活動分野を訓令のなかで画定 しようとす るもの
であった。 これはまさにプロイセン国家の緊急の課題なのであった。 プロイ
セン王国が19世紀において 全 ドイツ統一をな しとげてゆ くうえで,国 民の
意識形成 とい う面での最大の困難は,そ れぞれ伝統の異るプロイセン内の諸
地域をどのように してひとつのラン トとしてまとめてゆ くか,と い う点にあ
った。教会巡察 もそのためのひとつの手段として行なわれたのであるか ら,
福音派高等宗務局が1852年に教会巡察の 本質について 述べた見解はそれ以
前の訓令 とはかな り異っていた。 ここでは単に教区監督の掌握だけでな く,
教会巡察を監査と してよりはむ しろ 布告の儀式 として行ない,r伝 導活動』
に役立たせるものに しようとする志 向がはっき り示 されていた。特に東部に
西 ドイツにおける近代教会巡察報告書の刊行 S1
あった東西 プロイセンではケーニヒスベルクとグンビンネンの農村部に独自
の言語をもつマズール人とリ トゥアニア人をかかえこんでいたか ら,これ ら
の少数民族の問題(特 に言語問題 と社会的上昇の可能性の問題)も 教会巡察
の大きな調査対象になっていた。帝国統一ののちベル リン政府は これ らの少
数民族に対 して ドイツ語の使用を強要 しようとしたゐだが,福 音派の牧師は
強制によってかえって両少数民族を ドイツ国家へつなぎとめることは困難に
なるとして,画 一的な ドイツ語強制政策を批判 していた。教会巡察もこうし
て言語問題に大 きな関心をひき起す きっかけ となったのである。 こうした事
情は プロイセンの監督サル トリウスがまず1853年に ハイ リゲンバイル,エ
ル ビソグ,1854年には グンビンネン,シ ュタルペーネンな どリトゥアニア
人の多い地域を巡察 し,1855年には ゼンスブルク,オ ルテルスブルグなど
マズール人の多い地域の巡察を行なったことか らもよみとれ る。
1854年2月15日に福音派高等宗務局は 以後行なわれるべ き教会巡察の訓
令を出 し,これがその後の 基本的な指針となった。 そこでは(1)福音派信仰
と信条の強化と確保並びに各教区における旧来の福音派慣習を出来 るだけ維
持 ・確立すること。 ② 不都合な事態,特 に教会内の生活に 現われて くるよ
うなものの調査 と匡正,(3)教区全体の 詳細かつ正確な 宗教事情の調査 とそ
　
こに働 く者の調査 な どが 目的 と してかかげ られ ていた。 こ う して教会巡察が
再 び行 なわれ るよ うにな り,一 時財政上の理 由で 中断 されたが1880年には
Provinzialsynodが費 用を もち,1885年にはその予算に教会巡察 の費 用を計
上す るに及んで以後は規 則的に実施 され るよ うに なった。通 常は宗務局が年
度 は じめに教会巡察の計 画をたて,ベ ル リンの福音派高等宗務 局 と連絡 を と
り,土 地 の事情,耕 作 ・収穫状況,市 場や選挙 な どとのか らみ合いを勘案 し
て 日時 ・対象が定め られた。 教会巡察委員会 の メンバ ーは例 えば1853年の
ハイ リゲンバ イルの場 合にはケーニ ヒスベル クのObersuperintendentの他
Konsistorialrate2名,Oberregierungsratが政府 の代表 と して参加 し,他 に
は外部 か らの参加者 と して ヴ ェス トフ ァー レン出身 の者 とダンチ ッヒ出身 の
者 とが加 わっていた。後には巡察対象地域のく間に も招待が 出 され ることが
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あったが,は じめは必ず しも当該地域の者は入っていない。エル ビソグの場
合には招待が出されても参加を辞退 している。 このことか ら当初地域におい
て巡察がどのようなものとして受けとめ られていたが推測 しうる。巡察報告
書は原則 として文章で記 されてお り,歴史学の分類による叙述史料 とみなす
ことが出来る。その他福音派高等宗務局の手に よってあ らか じめ調査対象 と
なる地域の全牧師に113項目の質問が出されており,そ れによって教会当局
と政府は末端 の教会にいる牧師の諸事情を知ることが出来た。では具体的に
はどのような報告がなされていたのだろ うか。歴大な報告書の一部をごく簡
単に要約 してみ よう。
1886年6月16日か ら7月18日 までのほぼ 一ケ月もかけて実施 された オ
ステローデ地区の 教会巡察報告書は(1)巡察計画,(2)一般報告(総 論),(3)
特殊報告(各論)の 三部か らな り,(1)は巡察予定の時間割 と内容である。各
都市,各 農村で必要に応 じて ドイツ語 とポーラン ド語の礼拝が行なわれたの
ち,各 種の学校の各 クラスを歴訪 し,孤児院,刑 務所等を調査 し,堅振礼を
受け ようとす る者の審査,堅 振礼を 受けた 者 との会合,家 長達 との会合,
Gemeindekirchenratこの会合等が 精力的 に 各都市,各 農村毎 に 行なわれ
る。 これ らの調査は朝9時 に始め られ,夕 方6時 の説教で終 り,それが一 ケ
月間つづけ られるのである。報告書の第二部では巡察旅行の結果が全体 とし
て簡潔に まとめ られている。 まず教会巡察委員の到着を地域の人々がどのよ
うに受け とめたか とい う点について報告され,つ いで礼拝参加の状況,各 学
校の各クラスにおける教師の授業の進め方を教師個人名をあげて斜酌ない評
定が下されている。 これはかっての我国における視学の報告を想起 させる。
教義問答の具体的な例をひき,そ れに註釈を加え,批 判が加え られている。
第三部は特殊報告であ り,こ の部分は社会 ・経済史研究に とって大 きな史料
的価値をもっている。まず オステ ローデ管区の面積,信 者数,Kirchspielの
数,教 会の数,聖 堂の数,宗 教組織の数等があげ られ,つ いで各Kirchspiel
毎に ドイッ人 とポーラン ド人の各人 口,学校の状況,教 師数,病 院の実情等
が詳細に報告 されている。更にSuperintendentverweserの仕事ぶ りに対す
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る評定が経歴の検討を加えて詳 しく行なわれる。例えば ロッケンの教会の牧
師は60歳でその説教はほとんど価値がない……とい う具合に。 更にオルガ
ニス トの評定 も行なわれ,こ うした福音派教会を担 う者達に対 してプロイセ
ンの 宗務局が どのような 掌握方法を とろ うとしていたかが 如実によみとれ
る。更にオステ ローデに比較的多かったバプテ ィス トやイルヴ ィンギアーナ
ー(ア ーヴィング派)等 の少セク トの影響に対する防衛策が具体的に論 じら
れ,教 会の建物に関 しても修復の必要な部分や構造について具体的な所見が
記されている。その他刑務所や孤児院の調査が行なわれ,そ こでは主として
教会の礼拝を通 しての秩序の維持が問題 となっている。 しか も興味深いこと
にオステローデ地区は他の地域 と比べて中世末以来騎士領の所有者が多 く,
これ らはグーツヘルとして大きな社会的勢力をな していたのだが,こ れ らの
層が巡察に積極的に協力 し,大歓迎会を開き,巡 察委員会は報告書の冒頭で
感謝の言葉を述べている。 ここでもわれわれは国家 と地主層の癒着 と国民の
意識形成における相互の協力の姿を極めて具体的な形でよみとることが出来
るだろ う。
教会 ・学校巡察の順序はどこで も一応 このような形式をふんで行なわれて
いるが,内 容はい うまでもなく調査地域に応 じて様 々である。 しか し,そ の
いずれにおいてもいわゆる近代プロイセン国家を母体として成立 した統一 ド
イッ帝国において,国 民の思想統制,国 民意識形成への国家の介入が どのよ
うな形で行なわれていたのかが ここにその全貌を具体的な姿で示 しているの
である。 ここでは東西 プロイセンの全都市,全 村落における教会生活 とそこ
を中心 とする精神生活が他のどんな史料にもこれ程包括的な形ではみ られな
いような形で,直 接の経験に基いて叙述されている。土地の状況,慣 行や風
俗の観察,個 々の地域における信仰の在 り方,牧 師の人柄,学 校の教師や生
徒更にその時 々の社会的並びに政治的問題への彼 らの反応などが詳細に報告
されている。従って教会巡察報告書は単に歴史学の分野に限 らず,民 俗学,
思想史,文 化史,教 育史の諸分野においても基本史料 としてすえ らるべ き性
格のものなのである。それにも拘 らず,こ れまで我国の歴史研究においては
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すでに刊行されている16・7世紀の教会巡察報告書 もほとんど使用 されては
いなかった。それはただ財政的な理由で多 くの史料を入手出来ないとい う事
情に よるものではな く,む しろ方法上の問題に基 く制約の結果でもあった。
これまでの我国に部ける外国史研究は,元 来特定地域の諸事実に基いて構築
された概念や理論を,そ の地域による規定性を無視 して借用 し,更に地域を
越えた議論のなかで援用 し,概念や理論のひとり歩 きを助長する傾向が強か
った。そ してそのような方法を支える論理と しては,し ば しばマ ックス ・ヴ
ヱーバーの理念型論が借用され,『無限の多様性を 示す事実』のすべてをみ
ることは出来ないとい う把握のうえで,『思惟によって理念型を構成する』
ことが歴史学の課題であると議論されてきた。た しかに生起 した事実は無限
であろうし,視角の如何に よっては一枚の文書でも無限の解釈の可能性をひ
めてもいるだろ う。 しか し残されている史料は残念なが ら無限ではない。歴
史研究者である限 り自分が対象 とす る研究分野に関す る根本史料は最大限視
野のなかにおさめていなければな らない し,それをせずにおいて,正 確な理
念型が描けると考えるのは怠惰以外のなに ものでもな く,近代経験科学以前
といわねばな らない。近代プロイセン国家や ドイツ資本主義の成立を扱 う際
に も,国 家がどのように して国民の意識の形成に働 きかけていったか,そ の
際の具体的な方法はどのようなものであったか,そ の場合にいわゆるグーツ
ヘルを中心 とする地主階層は どのような役割を果 していたのか……といった
問題を全 く捨象 して単に行政制度や経済構造を分析す るだけでは片手落ちと
いわねばな らないだろ う。そ うした意味で も本書は彪大な史料をは じめて公
開 し,歴史学の進展に大きな貢献を したものとして評価 されねばな らない。
(9.SEP.1972。)
